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研究成果の概要（和文）：盲導犬の早期適性予測を目指し、盲導犬適性に関わる気質を同定・評

価するとともに、気質に関わる遺伝子を探索した。アンケート評価により、適性判断に重要な

気質として“注意散漫”および“従順さ”が同定され、これら気質因子と行動実験データ（心

拍数・行動反応）を用いることで的中率 80%を超える精度の高い適性予測が可能であった。ま

た、神経伝達物質関連遺伝子における多型の一部は、“注意散漫”や“従順さ”と一定の関連を

示すことが分かった。 

 
研究成果の概要（英文）：With the aim of early predication of guide dog qualification, I examined 

temperament traits which had influence on guide dog qualification, and also searched for 

temperament-associated genes. A questionnaire survey on trainee dogs revealed that “Distraction” and 

“Docility” were consistently important for qualification. When these temperament scores and data from 

behavior tests (heart rates and behavioral responses) were employed for multivariate data analysis, guide 

dog qualification could be stably predicted with high accuracy (over 80%). Additionally, some genetic 

polymorphisms on neurotransmitter-related genes showed consistent association with “Distraction” and 

“Docility”. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）視覚障害者の歩行を誘導する盲導犬は、
その育成率が 3 割程度と低く、育成率向上が

求められている。候補個体の適性判断は、健
康状態・歩行誘導技術・気質面をもとに行わ
れているが、不適格となる理由の約 7 割は気
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質上の問題であることから、気質評価系を用
いた早期適性予測が強く望まれている。 

 

（２）2005 年度より、財団法人日本盲導犬
協会の協力のもと、盲導犬の早期適性予測を
目指した行動遺伝学的研究を行っており、こ
れまでに訓練士によるアンケート評価が候
補個体の気質評価系として安定した指標に
なることが示されている。しかしながら、評
価が訓練士に委ねられてしまうため、より客
観的な指標を用いた行動実験の確立が必要
である。 

 

（３）気質に関わる遺伝子として、ヒトにお
ける研究では、その機能や薬物作用機序の面
から神経伝達物質関連遺伝子における多型
が注目されてきた。イヌにおいては、さらに、
家畜化により犬種ごとに行動学的特徴が異
なることを活かし、多型分布に犬種差が認め
られる神経伝達物質関連遺伝子における多
型（12 遺伝子 30 多型）が同定され、候補遺
伝子多型とされている。 

 

２．研究の目的 

信頼性の高い気質評価系（アンケート評価
と行動実験）を確立することにより、盲導犬
適性に重要な気質を客観的に評価し、それに
関わる遺伝子多型を同定する。これらの情報
をもとに高い精度で早期適性予測を行える
方法を開発する。 

 

３．研究の方法 

盲導犬候補個体を対象として（１）2 種類
の気質評価を行い、（２）それらを指標とし
た遺伝子関連解析により適性に重要な気質
に関わる遺伝子の同定を行った。さらに、
（３）適性と関わる情報を用いた多変量解析
により適性予測を行った。 

対象個体はラブラドールレトリーバー種
のみとし、最終的に盲導犬となった個体（合
格個体）および行動学的な理由で不適格と判
断された個体（不合格個体）を用いた。また、
訓練開始時期により 3 群（A グループ：78 頭；
B グループ：75 頭；C グループ：36 頭）に分
け、再現性の確認に使用した。 

 
（１）気質評価 
① アンケート評価 

訓練開始 3 ヶ月目に、経験豊富な担当訓練
士に対し、気質を評価しうる 22 項目のアン
ケート調査（これまでの研究を継続）を行っ
た。盲導犬適性と気質因子の関連性について、
その再現性を確認した。 

② 行動実験 

訓練開始 1 ヶ月目および 2 ヶ月目に、以下
のような状況で行動観察を行うとともに個
体の行動や精神状態を反映する心拍数を測

定した。 

訓練開始 1 ヶ月目には、訓練犬が日常の大
半を過ごす犬舎内（平常時 15 分間）におい
て実験を行い、2 ヶ月目には、犬舎内（平常
時 10 分間）に続き興奮刺激であるリードを
提示し（20 秒間）、その後の犬舎内（5 分間）
での様子を観察した。心拍測定は、リモート
心拍モニター計（Polar 社 RS800）を用い、
バンド型電極をハーネスに組み合わせて装
着した。行動反応は実験中録画したビデオを
もとに、5 秒ごとの姿勢（活動／起立／伏せ）
を記録した。 

平常時・興奮刺激提示時の平均心拍数、興
奮刺激による心拍数変化を算出するととも
に、各姿勢を示した時間の割合を測定し、ア
ンケート評価における気質因子および盲導
犬適性との関連性を調べた。 
 
（２）気質関連遺伝子の探索 

上記の信頼性を確認した気質評価系を指
標とし、盲導犬適性に関わる遺伝子多型を同
定した。これまでに遺伝子多型の出現頻度に
犬種差が認められ、ラブラドールレトリーバ
ーにおける存在が確認されている 10 遺伝子
26 多型を標的遺伝子多型とした。各個体の遺
伝子は、訓練開始前の健康診断時に得られた
末梢血液から抽出し使用した。遺伝子型およ
びアレルの有無について“注意散漫”や“従
順さ”スコアとの関連性を調べた。 
 
（３）多変量解析を用いた適性予測 

ここまでの解析において盲導犬適性と一
貫した関連性を示した“注意散漫”・“従順
さ”・犬舎心拍数・起立時間を用いて、名義
ロジスティック回帰分析による適性予測を
行った。まず A・B グループのデータから解
析を行い、得られた予測式を C グループにあ
てはめることで、真の予測可能性を調べた。 

 
４．研究成果 
（１）気質評価 
① アンケート評価 

項目スコアを因子分析し、各因子につい
て盲導犬適性と比較したところ、適性に一貫
して関わる気質因子として“注意散漫”（図
1）および“従順さ”が同定された。 
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図1 盲導犬適性と“注意散漫”スコアの関連性
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② 行動実験
訓練開始 2 ヶ月目に実施した行動実験か

ら、各気質因子と一貫した関連を示す指標が
認められた。“注意散漫”とは犬舎ピリオド
における平均心拍数と弱い正の相関を、伏せ
時間と弱い負の相関を、起立時間と弱い正の
相関を示していた。また、“従順さ”は犬舎
ピリオドにおける伏せ時間・起立時間とそれ
ぞれ弱い正の相関・負の相関を示していた。

盲導犬適性とは、犬舎ピリオドにおける平
均心拍数と起立時間が一貫した関連を示し、
合格個体の方が心拍数が低く、起立時間が短
いという結果であった。

（２）気質関連遺伝子の探索 
候補遺伝子多型であった 10遺伝子26多型

のうち、3 多型が気質因子と一貫した関連を
示した。HTR1B 遺伝子上の一塩基置換多型は、
“注意散漫”スコアと関連を示し、C アレル
を持つ個体の方が“注意散漫”が低かった（図
2）。DBH 遺伝子上の一塩基置換多型は、“従
順さ”スコアと関連を示し、A アレルを持つ
個体の方が“従順さ”が低かった（図 3）。ま
た、SLC1A2 遺伝子上の一塩基置換多型は、
“注意散漫”・“従順さ”の両気質と関連を
示していた。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）多変量解析を用いた適性予測 

アンケート評価における“注意散漫”・“従
順さ”、訓練開始 2 ヶ月目の行動実験におけ

る心拍数・起立時間を用い、名義ロジスティ
ック回帰分析による適性予測を行ったとこ
ろ、以下のような予測式が得られた。

Z = -8.633 +  0.466  ×“注意散漫”
+ (-0.281)  ×“従順さ”
+ 0.066  × 心拍数
+ 0.008 × 起立時間

     (Z = log p/1-p、p:不合格となる確率)

A・B グループにおける予測精度は 82.5%
であり、予測式を新たなグループ（C グルー
プ）にあてはめた場合にも、80.6%の的中率
が得られた（図 4）。

以上より、盲導犬適性に関わる気質として
“注意散漫”および“従順さ”が同定され、
気質因子・行動実験データを用いることで精
度の高い適性予測が可能であった。また、気
質因子と関連を示す多型が検出されたが、そ
の作用機序を調べるとともに、ゲノムワイド
関連解析による新しい多型の同定も必要で
あると考えられる。
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図2 HTR1B遺伝子上の一塩基置換多型のCアレルの有無と
“注意散漫”スコアとの関連
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図3 DBH遺伝子上の一塩基置換多型のAアレルの有無と
“従順さ”スコアとの関連
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